元旦礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年1月1日
「新しいこと」
イザヤ書43章8～20節
 43:8 引き出せ、目があっても、見えぬ民を／耳があっても、聞こえぬ民を。
 43:9 国々を一堂に集わせ、すべての民を集めよ。彼らの中に、このことを告げ／初めからのことを聞かせる者があろうか。自分たちの証人を立て、正しさを示し／聞く者に、そのとおりだ、と／言わせうる者があろうか。
 43:10 わたしの証人はあなたたち／わたしが選んだわたしの僕だ、と主は言われる。あなたたちはわたしを知り、信じ／理解するであろう／わたしこそ主、わたしの前に神は造られず／わたしの後にも存在しないことを。
 43:11 わたし、わたしが主である。わたしのほかに救い主はない。
 43:12 わたしはあらかじめ告げ、そして救いを与え／あなたたちに、ほかに神はないことを知らせた。あなたたちがわたしの証人である、と／主は言われる。わたしは神
 43:13 今より後も、わたしこそ主。わたしの手から救い出せる者はない。わたしが事を起こせば、誰が元に戻しえようか。
 43:14 あなたたちを贖う方、イスラエルの聖なる神／主はこう言われる。わたしは、あなたたちのために／バビロンに人を遣わして、かんぬきをすべて下ろし／カルデア人を歓楽の船から引き下ろす。
 43:15 わたしは主、あなたたちの聖なる神／イスラエルの創造主、あなたたちの王。
 43:16 主はこう言われる。海の中に道を通し／恐るべき水の中に通路を開かれた方
 43:17 戦車や馬、強大な軍隊を共に引き出し／彼らを倒して再び立つことを許さず／灯心のように消え去らせた方。
 43:18 初めからのことを思い出すな。昔のことを思いめぐらすな。
 43:19 見よ、新しいことをわたしは行う。今や、それは芽生えている。あなたたちはそれを悟らないのか。わたしは荒れ野に道を敷き／砂漠に大河を流れさせる。
 43:20 野の獣、山犬や駝鳥もわたしをあがめる。荒れ野に水を、砂漠に大河を流れさせ／わたしの選んだ民に水を飲ませるからだ。

ヨハネの手紙一4章16節
4:16 わたしたちは、わたしたちに対する神の愛を知り、また信じています。神は愛です。愛にとどまる人は、神の内にとどまり、神もその人の内にとどまってくださいます。

1 　
　2026年の元旦を迎えました。あけましておめでとうございます。
　新しい年2026年もまず神様を礼拝をし、御言葉に聴くことから始めることができます幸いに感謝します。
　私たちは新しい年を迎えますと、思いが新たになり、新しいことを始めようという気持ちが起きてくるものです。例えば昨年は日記を付けられなかったけど、今年は思いも新たに新しい日記帳も買って日記を付けようとか、新しい年になったので新しく本を読み始めようというようにです。新しい年になって何か新しいことに挑戦するそのことはとても良いことだと思います。ただ、私たち人間は弱いものですので、新しい年になったからといって新しいことに挑戦したのはいいけれども、三日坊主に終わってしまったとか、「今年こそは」と意気込んだけれども、「やはり今年もできなかった」という経験を多くの人がされているのではないかと思います。何か新しいことを始める、始めること自体はそんなに難しいことではないと思いますが、始めたことを継続する、どんな困難があっても途中でやめないということが難しいのです。
　元旦礼拝に与えられた聖書箇所であるイザヤ書43：19には「見よ、新しいことをわたしは行う。」と書かれています。「わたし」とは神様の事ですので神様が新しいことを行なわれるのです。もちろんそれは新しい年になったからというわけではありませんが、何か新しいことをされるのです。神様はいったいどんな新しいことを行なわれるのでしょうか。

2 　
　イザヤ書43章は異国の地バビロンに捕囚として連れて行かれ、そのバビロンの地で暮らすイスラエルの民に向けていわゆる第二イザヤと呼ばれる預言者によって語られた言葉です。それが40章から始まっています。40章に小見だしで「帰還の約束」と記されていますように、バビロン捕囚から解放されてエルサレムに帰還することができるという希望を第二イザヤはくり返し語っています。だからこそ、神に立ち帰れ、希望を捨てるな、諦めるなということを繰り返し語るのです。
43：4には「わたしの目にはあなたは価高く、貴く　わたしはあなたを愛し」という有名な言葉があります。バビロンに捕囚で連れて行かれ祖国イスラエルが瓦礫の山になり自分たちは神様に見捨てられたのじゃないかと落胆するイスラエルの民に神様の愛を語るのです。
　そして、11節では「わたし、わたしが主である。わたしのほかに救い主はない。」と私は主である。私はあなたたちの神である。私はあなたと共にいると神様が神様であり、どんな時も共にいてくださるという希望を力強く語るのです。
　その上で19節の「見よ、新しいことをわたしは行う。今や、それは芽生えている。」の言葉に繋がるのです。神様が行われる新しいこと、これは聖書の解説書を読むとキュロス王を立ててイスラエルの民をバビロンから解放して祖国イスラエルの地に帰すことと記されています。もちろん歴史的な状況を考えるとそうなのでしょう。でも、この箇所で説教をしている多くの牧師がそのことに留まらない新しいことに触れています。私もそう思うのです。捕囚からの解放であれば、40章以下で繰り返し語っていますので、その上で神様が全く新しいことを行なわれるというのは捕囚からの解放以上のさらに新しい希望を行なおうとしておられるというのは十分に考えられるのです。
　「わたしは荒れ野に道を敷き　砂漠に大河を流れさせる」（19節）
　この言葉は洗礼者ヨハネの働きを思い起こさせる言葉です。「主に先立ち、主の道を整える」働きを神様から与えられた洗礼者ヨハネの姿を思い浮かべる言ことができます。
　そして、20節にはこのようにあります。
　「野の獣、山犬や駝鳥もわたしをあがめる。荒れ野に水を、砂漠に大河を流れさせ／わたしの選んだ民に水を飲ませるからだ。」
　「野の獣、山犬や駝鳥」というのは実際の動物の意味もありますが、同じイザヤ書では廃墟に住む者の象徴として描かれています。本来の住民がいなくなり、荒れ果てた家に山犬などの動物たちが住むと共に夜の闇に紛れて罪に満ちた者たちが住みつくというイメージです。おおよそ神様を崇めるとは程遠い者たちですが、そんな者たちですら神様が新しいことを始められると神様を崇めるというのです。
　荒れ野に水が流れる。荒れ野に敷かれた道に水が流れます。水がない砂漠に大河の流れがあり豊かな水が流れます。その水が神様が選んだ民に水を飲ませるのです。これはどういうことでしょうか。
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　私はここを読んでヨハネによる福音書4章のサマリアの女の物語を思い浮かべました。異邦人であるサマリアの女が井戸の水を汲みに来て井戸の側らで座るイエス様と出会います。イエス様はサマリアの女に「この井戸の水を飲む者はまた渇くが、私が与える生きた水を飲む者は決して渇かず永遠の命に至る水が湧き出る」と言いました。サマリアの女は「水をください」と言いました。そして、イエス様こそが命の水を与えてくださる真の救い主と信じてサマリアの町にイエス様と出会ったことを伝えに行きました。サマリアの人々は女性の言葉を聞いてイエス様に会いに行きイエス様の言葉を聞いて信じたのです。つまり「命の水」を飲んで神様を崇めたのです。神様を崇めるとは程遠い異邦人ですら神様を神様として崇めたのです。
　「野の獣、山犬や駝鳥」は神様を崇めるとは程遠い者たちのことですので、これは異邦人を表わしていると考えると、異邦人ですら神様を崇めて讃美する、そんな日が来るのです。荒れ野の水、砂漠の大河の水、その溢れんばかりの豊かな命の水を、イエス様を求めてイエス様に会いに来た人たちにユダヤ人も異邦人も分け隔てなく飲むことで、ユダヤ人も異邦人も関係なく神様を崇めて讃美をするそんな時が来るのです。
　命の水を飲むそれはつまりイエス様の十字架と復活による罪の赦しの出来事を信じて受け入れるということであり、神様が今既に芽生えている「全く新しいこと」とはイエス様を遣わして下さり、私たちの罪の贖いのためにイエス様を十字架に掛けて復活させて永遠の命に至る道を敷いて下さる、そのような神様の大きな愛の出来事ではないかと思います。
　「神は愛なり」です。愛の神様がなさる「新しいこと」は私たち人間のように思いはあっても三日坊主で終わるのではありません。途中で面倒くさくなってやめてしまうのでもありません。イエス様を幼子の姿でお遣わしくださった神様はイエス様を十字架に掛けて下さり復活させてくださり、今天におられるのです。そしていつの日にか再びイエス様をこの地上にお遣わし下さり救いの御業をどんなことがあっても完成させてくださるのです。
　ですから、私たちはイエス様を求めて、イエス様の命の水を飲む人が一人でも多く導かれるように、十字架と復活のイエス様の愛を、救われた恵みを喜びを、新しい年も宣べ伝え証しをしていくのです。主の日ごとに礼拝をして、御言葉に耳を傾けて、生きた水をいただくのです。
　2026年の私たち諏訪教会の歩みが十字架と復活の主によって豊かに祝福されますようにお祈りします。

2

